
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷媒体の検査用透かし媒体を出力する検査用透かし媒体出力装置と，印刷媒体の透か
し品質を検査する透かし品質検査装置とを含む印刷媒体の品質調整システムであって，
　前記検査用透かし媒体出力装置は，
　１または２以上の検査用透かし信号を生成し，任意に配置して透かし信号画像を生成す
るとともに，前記検査用透かし信号をディジタル

記録した検査用教師データを生成する検査用透かし信号生成部と，
　前記検査用透かし を媒体に印刷した検査用透かし媒体を出力する検査用媒体出力部
と，
を備え，
　前記透かし品質検査装置は，
　前記検査用透かし媒体を多値階調の入力画像として取り込む入力部と，
　前記入力画像に埋め込まれた信号を検出し，埋め込まれた透かし情報を 取り
出す信号検出部と，
　前記検査用教師データが入力され，前記透かし情報と前記検査用教師データとを比較し
て透かし品質の判定を行う印刷品質判定部と，
　前記品質判定結果を基に，印刷品質を向上させるための印刷調整値を出力する印刷調整
値出力部と，
を備えたことを特徴とする，印刷媒体の品質調整システム。
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【請求項２】
　さらに，前記印刷調整値が入力されて調整済み印刷媒体を出力する調整済透かし媒体出
力装置を含み，
　前記調整済透かし媒体出力装置は，
　文書データをもとに，媒体に印刷された状態の文書画像を作成する文書画像生成部と，
　媒体に透かし信号として埋め込む埋め込み情報をディジタル化して数値に変換したもの
をＮ元符号化（Ｎは２以上）する透かし情報生成部と，
　前記印刷調整値を入力する印刷調整値入力部と，
　前記文書画像と前記透かし情報をもとに，前記印刷調整値を適用した透かし画像を生成
する調整済透かし画像生成部と，
　前記透かし画像を媒体に印刷した調整済み透かし媒体を出力する媒体出力部と，
を備えたことを特徴とする，請求項１に記載の印刷媒体の品質調整システム。
【請求項３】
　前記印刷調整値出力部は，
　前記検査用教師データと前記信号検出部が検出した透かし信号との差分から，前記印刷
媒体の位置に依存した調整値を求め，その調整値を前記印刷調整値として出力することを
特徴とする，請求項１または２に記載の印刷媒体の品質調整システム。
【請求項４】
　前記検査用教師データは，前記透かし情報の少なくとも一部を用いて求められることを
特徴とする，請求項３に記載の印刷媒体の品質調整システム。
【請求項５】
　前記印刷品質判定部は，前記印刷媒体の位置に依存した調整値を任意数の領域に分割し
，前記調整値が所定の閾値以上の領域を高エラー領域として設定し，
　前記高エラー領域として設定された領域に対して，情報を持たないダミー透かし領域に
設定することを特徴とする，請求項４に記載の印刷媒体の品質調整システム。
【請求項６】
　前記検査用透かし媒体出力装置は，２以上の検査用透かし信号を生成し，
　前記印刷調整値出力部は，前記２以上の検査用透かし信号の集計処理で，前記印刷媒体
の位置に依存した調整値を求めることを特徴とする，請求項４または５に記載の印刷媒体
の品質調整システム。
【請求項７】
　前記調整済透かし媒体出力装置は，前記検査用透かし媒体出力装置および前記透かし品
質検査装置とネットワークを介して接続され，少なくとも前記透かし画像をネットワーク
を介して受信することを特徴とする，請求項３に記載の印刷媒体の品質調整システム。
【請求項８】
　前記調整済透かし媒体出力装置は，さらに印刷調整値をネットワークを介して受信する
ことを特徴とする，請求項７に記載の印刷媒体の品質調整システム。
【請求項９】
　前記検査用透かし信号生成部は，前記検査用透かしに，改ざん検出処理に必要な文書画
像の特徴情報を埋め込むことを特徴とする，請求項１～８のいずれかに記載の印刷媒体の
品質調整システム。
【請求項１０】
　前記印刷調整値出力部は，文字認識を考慮してあらかじめ定められた許容誤認識率を満
たす透かし印刷パラメータを印刷調整値として出力することを特徴とする，請求項２に記
載の印刷媒体の品質調整システム。
【請求項１１】
　前記検査用透かし信号は，同一の情報を表現する異なる信号を複数持つことを特徴とす
る，請求項１～１０のいずれかに記載の印刷媒体の品質調整システム。
【請求項１２】
　前記検査用透かし信号の印刷パラメータは，前記透かし信号画像の印刷濃度値の変化に
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よって決定されることを特徴とする，請求項１～１１のいずれかに記載の印刷媒体の品質
調整システム。
【請求項１３】
　前記検査用透かし信号の印刷パラメータは，前記透かし信号画像の画素配置の変化によ
って決定されることを特徴とする，請求項１～１１のいずれかに記載の印刷媒体の品質調
整システム。
【請求項１４】
　検査用透かし媒体および検査用教師データが入力され，印刷媒体の透かし品質を検査す
る透かし品質検査装置であって，
　

　前記検査用透かし媒体を多値階調の入力画像として取り込む入力部と，
　前記入力画像に埋め込まれた信号を検出し，埋め込まれた透かし情報を 取り
出す信号検出部と，
　前記検査用教師データが入力され，前記透かし情報と前記検査用教師データとを比較し
て透かし品質の判定を行う印刷品質判定部と，
　前記品質判定結果を基に，印刷品質を向上させるための印刷調整値を出力する印刷調整
値出力部と，
を備えたことを特徴とする，透かし品質検査装置。
【請求項１５】
　前記印刷調整値出力部は，
　前記検査用教師データと前記信号検出部が検出した透かし信号との差分から，前記印刷
媒体の位置に依存した調整値を求め，その調整値を前記印刷調整値として出力することを
特徴とする，請求項 に記載の透かし品質検査装置。
【請求項１６】
　前記検査用教師データは，前記透かし情報の少なくとも一部を用いて求められることを
特徴とする，請求項 に記載の透かし品質検査装置。
【請求項１７】
　前記印刷品質判定部は，前記印刷媒体の位置に依存した調整値を任意数の領域に分割し
，前記調整値が所定の閾値以上の領域を高エラー領域として設定し，
　前記高エラー領域として設定された領域に対して，情報を持たないダミー透かし領域に
設定することを特徴とする，請求項 に記載の透かし品質検査装置。
【請求項１８】
　前記検査用透かし媒体出力装置は，２以上の検査用透かし信号を生成し，
　前記印刷調整値出力部は，前記２以上の検査用透かし信号の集計処理で，前記印刷媒体
の位置に依存した調整値を求めることを特徴とする，請求項 のいずれかに記載
の透かし品質検査装置。
【請求項１９】
　前記印刷調整値出力部は，文字認識を考慮してあらかじめ定められた許容誤認識率を満
たす透かし印刷パラメータを印刷調整値として出力することを特徴とする，請求項 に
記載の透かし品質検査装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，印刷媒体上における電子透かし埋め込み／読み取り技術にかかり，特に，印
刷媒体の品質調整システム，検査用透かし媒体出力装置，透かし品質検査装置，調整済透
かし媒体出力装置，印刷媒体の品質調整方法，および透かし品質検査用媒体に関するもの
である。
【背景技術】
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前記検査用教師データは、１または２以上の検査用透かし信号をディジタル化して数値
に変換したものをＮ元符号化（Ｎは２以上）して記録したものであり、
　前記検査用透かし媒体は、前記検査用透かし信号を媒体に印刷したものであり、

該信号から
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１５～１７

１４



【０００２】
　従来より，印刷文書に対して電子透かし技術によって情報を埋め込む技術がある。かか
る電子透かし技術は，例えば，印刷文書にディジタル情報を追加して管理したり，印刷文
書の改ざんを検知するためなど幅広い用途に使われる。このような技術として，例えば，
特開２００３－２０９６７６号公報「印刷文書への秘密情報埋め込みおよび検出方法」は
，印刷文書に文書の管理情報などの秘匿情報を透かし画像として埋め込むための技術であ
る。透かし入り文書を受け取った側は，その文書をスキャナ装置で読み取って秘匿情報を
取得する。
【０００３】
　一般に印刷媒体の品質は，印刷機の印刷機構，印刷方式による機種の違いによって変化
する。また，同一機種であってもトナーの残量，印刷ヘッド部の磨耗などにより多様に変
化する。さらに，同一の媒体上であっても，媒体上の印刷位置によって印刷品質が異なる
場合もある。このような観点から，印刷品質を評価する手法として，特開平５－２０４３
７号公報「印刷品質評価方法」に開示されたものがある。この文献に開示された技術は，
印刷装置で印刷されたシートの印刷品質を評価する方法であって，濃度階調パターン，ラ
インパターン，無地パターンなどを評価シートに印刷し，評価する方法である。
【０００４】
　電子透かしを印刷媒体上に印刷する方法において，電子透かしの品質は上記の要因によ
って変化する。特に透かしは文字等に比べ小さいパターンによって印刷されることが多く
，印刷品質の差によって透かし情報の読み取り精度に大きく影響を生じる。従って，高精
度の品質を実現するためには信頼性の高い印刷品質の検査を行い，媒体の透かし読み取り
精度が低い場合には，印刷環境によって印刷上のパラメータを調整する必要がある。
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－２０９６７６号公報
【特許文献２】特開平５－２０４３７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来の印刷品質を検査する手段として，ある印刷パラメータで印刷された印刷情報が既
知である印刷媒体に検査を行い，検査結果と印刷情報を比較する方法がある。しかし，印
刷パラメータを調節するためにはパラメータの変化毎に印刷媒体の出力・検証処理が必要
になり，手間が掛かっていた。
【０００７】
　本発明は，従来の印刷品質を検査する技術が有する上記問題点に鑑みてなされたもので
あり，本発明の目的は，労力を掛けることなく電子透かしの品質評価および調整を十分に
行うことの可能な，新規かつ改良された印刷媒体の品質調整システム，検査用透かし媒体
出力装置，透かし品質検査装置，調整済透かし媒体出力装置，印刷媒体の品質調整方法，
および検査用透かし媒体を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するため，本発明の第１の観点によれば，印刷媒体の検査用透かし媒体
を出力する検査用透かし媒体出力装置（１１）と，印刷媒体の透かし品質を検査する透か
し品質検査装置（１２）とを含む印刷媒体の品質調整システムが提供される。
【０００９】
　検査用透かし媒体出力装置（１１）は，１または２以上の検査用透かし信号を生成し，
任意に配置して透かし信号画像を生成するとともに，検査用透かし信号をディジタル的に
記録した検査用教師データ（１０５）を生成する検査用透かし信号生成部（１０１）と，
検査用透かし画像を媒体に印刷した検査用透かし媒体（１０４）を出力する検査用媒体出
力部（１０３）と，を備える。
【００１０】
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　透かし品質検査装置（１２）は，検査用透かし媒体を多値階調の入力画像として取り込
む入力部（１０６）と，入力画像に埋め込まれた信号を検出し，埋め込まれた透かし情報
を取り出す信号検出部（１０７）と，検査用教師データが入力され，透かし情報と検査用
教師データとを比較して透かし品質の判定を行う印刷品質判定部（１０８）と，品質判定
結果を基に，印刷品質を向上させるための印刷調整値（１１０）を出力する印刷調整値出
力部（１０９）と，を備えたことを特徴とする（請求項１）。
【００１１】
　かかるシステムによれば，一つの検査用媒体を出力，検査することで当該透かし印刷環
境での印刷媒体上の透かし印刷品質が調整可能となる印刷調整値を出力することができる
。このようにして，労力を掛けることなく電子透かしの品質評価および調整を十分に行う
ことが可能である。
【００１２】
　本発明の印刷媒体の品質調整システムにおいて，以下のような応用が可能である。
【００１３】
　さらに，印刷調整値（１１０）が入力されて調整済み印刷媒体を出力する調整済透かし
媒体出力装置（２１）を含むシステムとすることも可能である。ここで，調整済透かし媒
体出力装置（２１）は，文書データ（２０１）をもとに，媒体に印刷された状態の文書画
像を作成する文書画像生成部（２０２）と，媒体に透かし信号として埋め込む埋め込み情
報（２０３）をディジタル化して数値に変換したものをＮ元符号化（Ｎは２以上）する透
かし情報生成部（２０４）と，印刷調整値を入力する印刷調整値入力部（２０５）と，文
書画像と透かし情報をもとに，印刷調整値を適用した透かし画像を生成する調整済透かし
画像生成部（２０６）と，透かし画像を媒体に印刷した調整済み透かし媒体を出力する媒
体出力部（２０７）と，を備えたことを特徴とする（請求項２）。
【００１４】
　かかるシステムによれば，一つの検査用媒体を検査することで得られた印刷調整値を入
力に用いて，印刷媒体上の透かし印刷品質を調整し，高品質な透かし媒体を印刷すること
ができる。このようにして，労力を掛けることなく電子透かしの品質評価および調整を十
分に行うことが可能である。
【００１５】
　印刷調整値出力部（１０９）は，検査用教師データと信号検出部（１０７）が検出した
透かし信号との差分から，印刷媒体の位置に依存した調整値を求め，その調整値を印刷調
整値として出力するようにしてもよい（請求項３）。かかる構成によれば，印刷媒体上で
特定の位置において印刷品質が低下するような印刷環境の場合において，透かし信号の濃
度レベルを全体的ではなく局所的に上げることにより，透かし媒体の視認性の低下を最小
限に留めることができる。
【００１６】
　検査用透かし信号生成部（１０１）は，検査用教師データ（１０５）の少なくとも一部
を，誤り耐性を持つ符号を用いて検査用透かし信号内に埋め込み，印刷調整値出力部（１
０９）は，信号検出部（１０７）が検出した透かし信号から，検査用教師データを復元し
てもよい（請求項４）。かかる構成によれば，検査用教師データを透かし品質検査装置へ
入力することなく，検査用媒体のみから印刷調整値を出力できる。
【００１７】
　印刷品質判定部（１０８）は，印刷媒体の位置に依存した調整値を任意数の領域に分割
し，調整値が所定の閾値以上の領域を高エラー領域として設定し，高エラー領域として設
定された領域に対して，情報を持たないダミー透かし領域に設定するようにしてもよい（
請求項５）。かかる構成によれば，濃度レベルによる調整を行っても検出誤りが起きるよ
うな低品質の領域が存在する場合でも，その領域を回避して透かし情報を埋め込むことで
透かし印刷品質を一定に保つことができる。また，透かし濃度を一様に保ったまま印刷調
整を行うことができる。
【００１８】
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　検査用透かし媒体出力装置（１１）は，２以上の検査用透かし信号を生成し，印刷調整
値出力部（１０９）は，２以上の検査用透かし信号の集計処理（例えば，多数決）で，印
刷媒体の位置に依存した調整値を求めるようにしてもよい（請求項６）。かかる構成によ
れば，複数の検査用透かし媒体の検査情報を集計して印刷調整値を求めることで，より高
精度な印刷調整を行うことができる。
【００１９】
　調整済透かし媒体出力装置（２１）は，検査用透かし媒体出力装置（１１）および透か
し品質検査装置（１２）とネットワークを介して接続され，少なくとも透かし画像をネッ
トワークを介して受信するようにしてもよい（請求項７）。かかる構成によれば，遠隔地
から透かし文書を取り寄せて印刷する場合にも，高精度な透かし印刷を行うことができる
。
【００２０】
　なお，印刷調整値についてもネットワークを介して受信するようにしてもよい（請求項
８）。
【００２１】
　検査用透かし信号生成部（１０１）は，検査用透かしに，改ざん検出処理に必要な文書
画像の特徴情報を埋め込むようにしてもよい（請求項９）。かかる構成によれば，透かし
による改ざん検出を行う印刷媒体の透かしに対して，改ざん検出率を考慮した印刷品質の
調整を行うことができ，高品質に改ざん検出を行える透かし媒体を印刷できる。
【００２２】
　印刷調整値出力部（１０９）は，文字認識を考慮してあらかじめ定められた許容誤認識
率（文字認識の誤認識率）を満たす透かし印刷パラメータを印刷調整値として出力するよ
うにしてもよい（請求項１０）。かかる構成によれば，ＯＣＲ（Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｃｈａ
ｒａｃｔｅｒ　Ｒｅａｄｉｎｇ）文字認識を行う透かし印刷媒体に対して，文字認識率を
考慮した印刷品質の調整を行うことができ，高品質にＯＣＲ文字認識を行える透かし媒体
を印刷できる。
【００２３】
　検査用透かし信号は，同一の情報を表現する異なる信号を複数持つようにしてもよい（
請求項１１）。
【００２４】
　検査用透かし信号は，２次元バーコード信号（２次元バーコードを形成するための信号
）であってもよい。
【００２５】
　検査用透かし信号の印刷パラメータは，透かし信号画像の印刷濃度値の変化によって決
定されるようにしてもよい（請求項１２）。
【００２６】
　検査用透かし信号の印刷パラメータは，透かし信号画像の画素配置の変化によって決定
されるようにしてもよい（請求項１３）。
【００２７】
　本発明の第２の観点によれば，印刷媒体の検査用透かし媒体を出力する検査用透かし媒
体出力装置（１１）が提供される。本発明の検査用透かし媒体出力装置（１１）は，１ま
たは２以上の検査用透かし信号を生成し，任意に配置して透かし信号画像を生成するとと
もに，検査用透かし信号をディジタル的に記録した検査用教師データ（１０５）を生成す
る検査用透かし信号生成部（１０１）と，検査用透かし画像を媒体に印刷した検査用透か
し媒体（１０４）を出力する検査用媒体出力部（１０３）と，を備えたことを特徴とする
（請求項１４）。
【００２８】
　かかる構成によれば，一つの検査用媒体を出力，検査することで当該透かし印刷環境で
の印刷媒体上の透かし印刷品質が調整可能となる。このようにして，労力を掛けることな
く電子透かしの品質評価および調整を十分に行うことが可能である。
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【００２９】
　本発明の検査用透かし媒体出力装置において，以下のような応用が可能である。
【００３０】
　さらに，検査用透かし媒体を圧縮する透かし媒体圧縮部（６０１）を備えるようにして
もよい（請求項１５）。かかる構成によれば，透かし画像を圧縮することでネットワーク
を介したやりとりが容易になる。このようにして，遠隔地から透かし文書を取り寄せて印
刷する場合にも，高精度な透かし印刷を行うことができる。
【００３１】
　検査用透かし信号生成部（１０１）は，検査用透かしに，改ざん検出処理に必要な文書
画像の特徴情報を埋め込むようにしてもよい（請求項１６）。かかる構成によれば，透か
しによる改ざん検出を行う印刷媒体の透かしに対して，改ざん検出率を考慮した印刷品質
の調整を行うことができ，高品質に改ざん検出を行える透かし媒体を印刷できる。
【００３２】
　検査用透かし信号は，同一の情報を表現する異なる信号を複数持つようにしてもよい（
請求項１７）。
【００３３】
　検査用透かし信号は，２次元バーコード信号（２次元バーコードを形成するための信号
）であってもよい。
【００３４】
　検査用透かし信号の印刷パラメータは，透かし信号画像の印刷濃度値の変化によって決
定されるようにしてもよい（請求項１８）。
【００３５】
　検査用透かし信号の印刷パラメータは，透かし信号画像の画素配置の変化によって決定
されるようにしてもよい（請求項１９）。
【００３６】
　本発明の第３の観点によれば，検査用透かし媒体（１０４）および検査用教師データ（
１０５）が入力され，印刷媒体の透かし品質を検査する透かし品質検査装置（１２）が提
供される。本発明の透かし品質検査装置は，検査用透かし媒体を多値階調の入力画像とし
て取り込む入力部（１０６）と，入力画像に埋め込まれた信号を検出し，埋め込まれた透
かし情報を取り出す信号検出部（１０７）と，検査用教師データが入力され，透かし情報
と検査用教師データとを比較して透かし品質の判定を行う印刷品質判定部（１０８）と，
品質判定結果を基に，印刷品質を向上させるための印刷調整値（１１０）を出力する印刷
調整値出力部（１０９）と，を備えたことを特徴とする（請求項２０）。
【００３７】
　かかる構成によれば，一つの検査用媒体を検査することで得られた印刷調整値を入力に
用いて，印刷媒体上の透かし印刷品質を調整し，高品質な透かし媒体を印刷することがで
きる。このようにして，労力を掛けることなく電子透かしの品質評価および調整を十分に
行うことが可能である。
【００３８】
　本発明の透かし品質検査装置において，以下のような応用が可能である。
【００３９】
　印刷調整値出力部（１０９）は，検査用教師データと信号検出部（１０７）が検出した
透かし信号との差分から，印刷媒体の位置に依存した調整値を求め，その調整値を印刷調
整値として出力するようにしてもよい（請求項２１）。かかる構成によれば，印刷媒体上
で特定の位置において印刷品質が低下するような印刷環境の場合において，透かし信号の
濃度レベルを全体的ではなく局所的に上げることにより，透かし媒体の視認性の低下を最
小限に留めることができる。
【００４０】
　検査用透かし信号生成部（１０１）は，検査用教師データ（１０５）の少なくとも一部
を，誤り耐性を持つ符号を用いて検査用透かし信号内に埋め込み，印刷調整値出力部（１
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０９）は，信号検出部（１０７）が検出した透かし信号から，検査用教師データを復元し
てもよい（請求項２２）。かかる構成によれば，検査用教師データを透かし品質検査装置
へ入力することなく，検査用媒体のみから印刷調整値を出力できる。
【００４１】
　印刷品質判定部（１０８）は，印刷媒体の位置に依存した調整値を任意数の領域に分割
し，調整値が所定の閾値以上の領域を高エラー領域として設定し，高エラー領域として設
定された領域に対して，情報を持たないダミー透かし領域に設定するようにしてもよい（
請求項２３）。かかる構成によれば，濃度レベルによる調整を行っても検出誤りが起きる
ような低品質の領域が存在する場合でも，その領域を回避して透かし情報を埋め込むこと
で透かし印刷品質を一定に保つことができる。また，透かし濃度を一様に保ったまま印刷
調整を行うことができる。
【００４２】
　検査用透かし媒体出力装置（１１）は，２以上の検査用透かし信号を生成し，印刷調整
値出力部（１０９）は，２以上の検査用透かし信号の集計処理（例えば，多数決）で，印
刷媒体の位置に依存した調整値を求めるようにしてもよい（請求項２４）。かかる構成に
よれば，複数の検査用透かし媒体の検査情報を集計して印刷調整値を求めることで，より
高精度な印刷調整を行うことができる。
【００４３】
　印刷調整値出力部（１０９）は，文字認識を考慮してあらかじめ定められた許容誤認識
率（文字認識の誤認識率）を満たす透かし印刷パラメータを印刷調整値として出力するよ
うにしてもよい（請求項２５）。かかる構成によれば，ＯＣＲ文字認識を行う透かし印刷
媒体に対して，文字認識率を考慮した印刷品質の調整を行うことができ，高品質にＯＣＲ
文字認識を行える透かし媒体を印刷できる。
【００４４】
　本発明の第４の観点によれば，印刷調整値（１１０）が入力されて調整済み印刷媒体を
出力する調整済透かし媒体出力装置（２１）が提供される。本発明の透かし媒体出力装置
は，文書データ（２０１）をもとに，媒体に印刷された状態の文書画像を作成する文書画
像生成部（２０２）と，媒体に透かし信号として埋め込む埋め込み情報（２０３）をディ
ジタル化して数値に変換したものをＮ元符号化（Ｎは２以上）する透かし情報生成部（２
０４）と，印刷調整値を入力する印刷調整値入力部（２０５）と，文書画像と透かし情報
をもとに，印刷調整値を適用した透かし画像を生成する調整済透かし画像生成部（２０６
）と，透かし画像を媒体に印刷した調整済み透かし媒体を出力する媒体出力部（２０７）
と，を備えたことを特徴とする（請求項２６）。
【００４５】
　かかる構成によれば，一つの検査用媒体を検査することで得られた印刷調整値を入力に
用いて，印刷媒体上の透かし印刷品質を調整し，高品質な透かし媒体を印刷することがで
きる。このようにして，労力を掛けることなく電子透かしの品質評価および調整を十分に
行うことが可能である。
【００４６】
　本発明の第５の観点によれば，印刷媒体の検査用透かし媒体を出力する検査用透かし出
力工程（Ｓ１１１，Ｓ１１２）と，印刷媒体の透かし品質を検査する透かし品質検査工程
（Ｓ１１３）とを含む印刷媒体の品質調整方法が提供される。
【００４７】
　検査用透かし出力工程（Ｓ１１１，Ｓ１１２）は，１または２以上の検査用透かし信号
を生成し，任意に配置して透かし信号画像を生成するとともに，検査用透かし信号をディ
ジタル的に記録した検査用教師データを生成する検査用透かし信号生成工程（Ｓ１１１）
と，検査用透かし画像を媒体に印刷した検査用透かし媒体を出力する検査用媒体出力工程
（Ｓ１１２）と，を含む。
【００４８】
　透かし品質検査工程（Ｓ１１３）は，検査用透かし媒体を多値階調の入力画像として取
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り込む入力工程と，入力画像に埋め込まれた信号を検出し，埋め込まれた透かし情報を取
り出す信号検出工程と，検査用教師データが入力され，透かし情報と検査用教師データと
を比較して透かし品質の判定を行う印刷品質判定工程（Ｓ１２０，Ｓ１２１）と，品質判
定結果を基に，印刷品質を向上させるための印刷調整値を出力する印刷調整値出力工程（
Ｓ１２２）と，を含むことを特徴とする。
【００４９】
　かかる方法によれば，一つの検査用媒体を出力，検査することで当該透かし印刷環境で
の印刷媒体上の透かし印刷品質が調整可能となる印刷調整値を出力することができる。こ
のようにして，労力を掛けることなく電子透かしの品質評価および調整を十分に行うこと
が可能である。
【００５０】
　本発明の印刷媒体の品質調整方法において，以下のような応用が可能である。
【００５１】
　さらに，印刷調整値が入力されて調整済み印刷媒体を出力する調整済透かし媒体出力工
程（Ｓ２１０～Ｓ２１３）を含む方法とすることも可能である。ここで，調整済透かし媒
体出力工程（Ｓ２１０～Ｓ２１３）は，文書データをもとに，媒体に印刷された状態の文
書画像を作成する文書画像生成工程（Ｓ２１１）と，媒体に透かし信号として埋め込む埋
め込み情報をディジタル化して数値に変換したものをＮ元符号化（Ｎは２以上）する透か
し情報生成工程と，印刷調整値を入力する印刷調整値入力工程（Ｓ２１０）と，文書画像
と透かし情報をもとに，印刷調整値を適用した透かし画像を生成する調整済透かし画像生
成工程（Ｓ２１２）と，透かし画像を媒体に印刷した調整済み透かし媒体を出力する媒体
出力工程（Ｓ２１３）と，を含むことを特徴とする。
【００５２】
　かかる方法によれば，一つの検査用媒体を検査することで得られた印刷調整値を入力に
用いて，印刷媒体上の透かし印刷品質を調整し，高品質な透かし媒体を印刷することがで
きる。このようにして，労力を掛けることなく電子透かしの品質評価および調整を十分に
行うことが可能である。
【００５３】
　印刷調整値出力工程（Ｓ１２２）において，検査用教師データと信号検出工程で検出し
た透かし信号との差分から，印刷媒体の位置に依存した調整値を求め，その調整値を印刷
調整値として出力するようにしてもよい。かかる方法によれば，印刷媒体上で特定の位置
において印刷品質が低下するような印刷環境の場合において，透かし信号の濃度レベルを
全体的ではなく局所的に上げることにより，透かし媒体の視認性の低下を最小限に留める
ことができる。
【００５４】
　検査用透かし信号生成工程（Ｓ１１１）において，検査用教師データ（１０５）の少な
くとも一部を，誤り耐性を持つ符号を用いて検査用透かし信号内に埋め込み，印刷調整値
出力工程（Ｓ１２２）において，信号検出工程で検出した透かし信号から，検査用教師デ
ータを復元してもよい。かかる方法によれば，検査用教師データを透かし品質検査装置へ
入力することなく，検査用媒体のみから印刷調整値を出力できる。
【００５５】
　印刷品質判定工程（Ｓ１２０，Ｓ１２１）において，印刷媒体の位置に依存した調整値
を任意数の領域に分割し，調整値が所定の閾値以上の領域を高エラー領域として設定し，
高エラー領域として設定された領域に対して，情報を持たないダミー透かし領域に設定す
るようにしてもよい。かかる方法によれば，濃度レベルによる調整を行っても検出誤りが
起きるような低品質の領域が存在する場合でも，その領域を回避して透かし情報を埋め込
むことで透かし印刷品質を一定に保つことができる。また，透かし濃度を一様に保ったま
ま印刷調整を行うことができる。
【００５６】
　検査用透かし出力工程（Ｓ１１１，Ｓ１１２）において，２以上の検査用透かし信号を
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生成し，印刷調整値出力工程（Ｓ１２２）において，２以上の検査用透かし信号の集計処
理（例えば，多数決）で，印刷媒体の位置に依存した調整値を求めるようにしてもよい。
かかる方法によれば，複数の検査用透かし媒体の検査情報を集計して印刷調整値を求める
ことで，より高精度な印刷調整を行うことができる。
【００５７】
　調整済透かし媒体出力工程（Ｓ２１０～Ｓ２１３）において，少なくとも透かし画像を
ネットワークを介して受信するようにしてもよい。かかる方法によれば，遠隔地から透か
し文書を取り寄せて印刷する場合にも，高精度な透かし印刷を行うことができる。
【００５８】
　なお，印刷調整値についてもネットワークを介して受信するようにしてもよい。
【００５９】
　検査用透かし信号生成工程（Ｓ１１１）において，検査用透かしに，改ざん検出処理に
必要な文書画像の特徴情報を埋め込むようにしてもよい。かかる方法によれば，透かしに
よる改ざん検出を行う印刷媒体の透かしに対して，改ざん検出率を考慮した印刷品質の調
整を行うことができ，高品質に改ざん検出を行える透かし媒体を印刷できる。
【００６０】
　印刷調整値出力工程（Ｓ１２２）において，文字認識を考慮してあらかじめ定められた
許容誤認識率（文字認識の誤認識率）を満たす透かし印刷パラメータを印刷調整値として
出力するようにしてもよい。かかる方法によれば，ＯＣＲ文字認識を行う透かし印刷媒体
に対して，文字認識率を考慮した印刷品質の調整を行うことができ，高品質にＯＣＲ文字
認識を行える透かし媒体を印刷できる。
【００６１】
　検査用透かし信号は，同一の情報を表現する異なる信号を複数持つようにしてもよい。
【００６２】
　検査用透かし信号は，２次元バーコード信号（２次元バーコードを形成するための信号
）であってもよい。
【００６３】
　検査用透かし信号の印刷パラメータは，透かし信号画像の印刷濃度値の変化によって決
定されるようにしてもよい。
【００６４】
　検査用透かし信号の印刷パラメータは，透かし信号画像の画素配置の変化によって決定
されるようにしてもよい。
【００６５】
　本発明の第６の観点によれば，印刷媒体の検査用透かし媒体が提供される。本発明の検
査用透かし媒体は，１または２以上の検査用透かし信号を生成し，任意に配置して透かし
信号画像を生成し，検査用透かし画像を媒体に印刷したことを特徴とする（請求項２７）
。
【００６６】
　かかる構成によれば，一つの検査用媒体を出力，検査することで当該透かし印刷環境で
の印刷媒体上の透かし印刷品質が調整可能となる。このようにして，労力を掛けることな
く電子透かしの品質評価および調整を十分に行うことが可能である。
【００６７】
　本発明の検査用透かし媒体において，以下のような応用が可能である。
【００６８】
　検査用透かし信号は，同一の情報を表現する異なる信号を複数持つようにしてもよい（
請求項２８）。
【００６９】
　検査用透かし信号は，２次元バーコード信号（２次元バーコードを形成するための信号
）であってもよい。
【００７０】
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　検査用透かし信号の印刷パラメータは，透かし信号画像の印刷濃度値の変化によって決
定されるようにしてもよい（請求項２９）。
【００７１】
　検査用透かし信号の印刷パラメータは，透かし信号画像の画素配置の変化によって決定
されるようにしてもよい（請求項３０）。
【００７２】
　本発明の第７の観点によれば，  印刷媒体の検査用透かし媒体（検査用シート）を出力
する検査用透かし媒体出力装置（１０００）が提供される。本発明の検査用透かし媒体出
力装置（１０００）は，検査用パターンを複数入力する検査用パターン入力部（１００２
）と，検査パラメータを入力する検査パラメータ入力部（１００４）と，検査用透かし媒
体上に検査用パターンを配置する検査用透かし媒体設計部（１００５）と，検査用透かし
媒体設計部で設計された検査用透かし媒体を出力する検査用透かし媒体出力部（１００６
）と，を備え，検査用透かし媒体設計部は，検査用透かし媒体上を複数のパターン領域に
分割し（Ｓ１００１），検査用バターンおよび検査パラメータから検査に使用する検査パ
ターン群を生成し（Ｓ１００２），各パターン領域について検査用透かし媒体上の位置に
対応して，配置する検査用パターンを配置する（Ｓ１００４）ことを特徴とする（請求項
３１）。
【００７３】
　かかる構成によれば，検査用の複数のパターンと，検査する範囲のパラメータを与える
ことによって，検査用透かし媒体を自動的に設計することができる。
【００７４】
　本発明の検査用透かし媒体出力装置において，以下のような応用が可能である。
【００７５】
　検査用パターンは，ドットパターン，濃度パターン，ラインパターン，文字パターン，
グラデーションパターンのうち，少なくとも一つを含むようにしてもよい（請求項３２）
。
【００７６】
　検査用透かし媒体設計部は，検査用パターン群を一つ以上のサブパターン群に振り分け
（Ｓ１１０３），各サブパターン群をそれぞれの別の検査用透かし媒体に配置するように
してもよい（請求項３３）。かかる構成によれば，検査用透かし媒体上の複数の位置に同
一の検査パターンを配置し，印刷位置による品質評価を行うことのできる品質検査用透か
し媒体を自動設計することができる。
【００７７】
　検査用透かし媒体設計部は，サブパターン群のパターン数が検査用透かし媒体のパター
ン領域数よりも少ない場合に，同一の検査用パターンを異なるパターン領域に複数配置（
反復配置）する（Ｓ１１０５）ようにしてもよい（請求項３４）。
【００７８】
　検査用透かし媒体設計部は，入力される検査パラメータおよび検査用シートの大きさか
ら，検査に必要な検査用透かし媒体の数を算出する（Ｓ１００３，Ｓ１１０４，Ｓ１２０
４）ようにしてもよい（請求項３５）。
【００７９】
　検査用透かし媒体設計部は，検査用透かし媒体の数を算出するにあたり，検査パラメー
タから検査する検査パターン数を求め，検査用シートの短辺方向の領域数と検査パターン
数との余算を，検査用透かし媒体の数とするようにしてもよい（請求項３６）。
【００８０】
　検査用透かし媒体設計部は，検査用透かし媒体上のパターン領域を格子状に分割し，一
種類の検査パターンを，検査用透かし媒体の一辺方向の全ての座標に一つ以上配置し，検
査パターンを，一辺の対辺方向のすべての座標に一つ以上配置されるように各検査パター
ンの対辺方向の座標を変更するようにしてもよい（請求項３７）。かかる構成によれば，
検査パターンを検査用透かし媒体上に過不足なく分散配置でき，印刷位置による品質評価
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を高精度かつ最小限の検査用透かし媒体で行うことのできる検査用透かし媒体を自動生成
できる。
【００８１】
　検査パターンの座標の変更は，検査用透かし媒体の一辺方向の座標を項番とする等差数
列を生成し，等差数列と一辺の対辺方向の領域数から座標を決定するようにしてもよい（
請求項３８）。
【００８２】
　等差数列の公差は，対辺方向の領域数によって決まる値であってもよい（請求項３９）
。
【００８３】
　また，本発明の他の観点によれば，コンピュータを，上記の検査用透かし媒体出力装置
（１１），透かし品質検査装置（１２），または調整済透かし媒体出力装置（２１）とし
て機能させるためのプログラムと，そのプログラムを記録した，コンピュータにより読み
取り可能な記録媒体が提供される。ここで，プログラムはいかなるプログラム言語により
記述されていてもよい。また，記録媒体としては，例えば，ＣＤ－ＲＯＭ，ＤＶＤ－ＲＯ
Ｍ，フレキシブルディスクなど，プログラムを記録可能な記録媒体として現在一般に用い
られている記録媒体，あるいは将来用いられるいかなる記録媒体をも採用することができ
る。
【００８４】
　なお上記において，構成要素に付随して括弧書きで記した参照符号は，説明の便宜上，
後述の実施形態および図面における対応する構成要素を一例として記したに過ぎず，本発
明がこれに限定されるものではない。
【発明の効果】
【００８５】
　以上説明したように，本発明によれば，労力を掛けることなく電子透かしの品質評価お
よび調整を十分に行うことが可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００８６】
　以下に添付図面を参照しながら，本発明にかかる印刷媒体の品質調整システム，検査用
透かし媒体出力装置，透かし品質検査装置，調整済透かし媒体出力装置，印刷媒体の品質
調整方法，および検査用透かし媒体の好適な実施形態について詳細に説明する。なお，本
明細書および図面において，実質的に同一の機能構成を有する構成要素については，同一
の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００８７】
（第１の実施形態）
　図１は，第１の実施形態の構成を示す説明図である。
　本実施形態では，図１に示したように，検査用透かし媒体出力装置１１および透かし品
質検査装置１２について説明する。
【００８８】
（検査用透かし媒体出力装置１１）
　検査用透かし媒体出力装置１１は，図１に示したように，検査用透かし信号生成部１０
１と，検査用媒体出力部１０３を備えて構成されている。検査用透かし信号生成部１０１
は，透かし信号をパラメータを変化させた複数の検査用透かし信号を生成し，任意に配置
して透かし信号画像を生成する機能部である。検査用媒体出力部１０３は，プリンタ等の
出力装置で，透かし画像を媒体に印刷する機能部である。検査用透かし媒体１０４は，検
査用透かしを埋め込んで印刷されたものであり，物理的に扱われる。検査用教師データ１
０５は，検査用透かし媒体に印刷された透かし信号をディジタル的に記録したものである
。
【００８９】
（透かし品質検査装置１２）
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　透かし品質検査装置１２は，図１に示したように，入力部１０６と，信号検出部１０７
と，印刷品質判定部１０８と，印刷調整値出力部１０９を備えて構成されている。入力部
１０６は，スキャナなどの入力手段であり，印刷媒体を多値階調の画像として計算機に取
り込む機能部である。信号検出部１０７は，入力画像に対してフィルタ処理を行い，埋め
込まれた信号を検出する機能部である。検出された信号から，埋め込まれた透かし情報を
取り出す。印刷品質判定部１０８は，前段階で得られた透かし情報と，ディジタル的に入
力された検査用教師データ１０５を比較して透かし品質の判定を行う機能部である。印刷
調整値出力部１０９は，前段階で得られた品質判定結果を基に，印刷品質を向上させるた
めの印刷調整値を出力する機能部である。印刷調整値１１０は，出力された印刷調整情報
である。物理媒体に記録されてもよいし，計算機上のデータとして処理してもよい。
【００９０】
　透かし品質検査装置１２は，検査用媒体１０４と検査用教師データ１０５を各々複数入
力して印刷調整値を求めてもよい。
【００９１】
　本実施形態は以上のように構成されている。次いで，本実施形態の動作について，図２
～図６を参照しながら説明する。
【００９２】
　まず，図２を参照しながら，本実施形態の全体的な動作について概略的に説明する。
　まず，検査用透かし信号生成部１１１により検査用透かしが生成される（ステップＳ１
１１）。この検査用透かし生成工程については，図３～５を参照しながら，さらに後述す
る。そして，透かし媒体出力部１０３により検査用透かし媒体が出力される（ステップＳ
１１２）。次いで，印刷品質判定部１０８により透かし品質が判定される（ステップＳ１
１３）。この透かし品質判定工程については，図６を参照しながら，さらに後述する。そ
して，印刷調整値出力部１０９により印刷調整値が出力される（ステップＳ１１４）。
【００９３】
　上述の検査用透かし生成処理（ステップＳ１１１）について，図３～５を参照しながら
説明する。
【００９４】
　図３は，検査用透かし生成処理（ステップＳ１１１）の詳細を示す流れ図である。
　検査用透かし生成処理（ステップＳ１１１）は，図３に示したように，ステップＳ１１
５～ステップＳ１１９を順次処理する工程である。以下に各処理について説明する。
【００９５】
＜検査用透かし信号生成処理（ステップＳ１１５）＞
　図４は，検査用透かし信号生成処理（ステップＳ１１５）の説明図である。
　通常の情報埋め込みに使用される透かし信号Ｓ（Ｓは２値以上の信号パターン）から，
濃度レベルＮ（１・・・ｎ）を変化させた検査用透かしＥＮ を生成する。透かし信号は，
例えば特開２００３－２０９６７６号公報に記載の技術で生成する。同文献に開示された
透かし信号は，ドット（黒画素）の配列によって任意の波長と方向を持つ波を表現したも
のである。なお，同文献に開示された透かし信号生成技術は，検査用透かし信号生成処理
（ステップＳ１１５）を実現するための一例に過ぎないため詳細な説明を省略する。また
，検査用透かし信号生成処理（ステップＳ１１５）を実現するにあたり，他の透かし信号
生成技術を採用してもよいことは言うまでもない。
【００９６】
　透かし信号検出において，検査用透かし信号ＥＮ は透かし信号Ｓと同一の信号検出手法
により検出が可能となる信号特徴を持たなくてはならない。特開２００３－２０９６７６
号公報の方法による透かし信号の場合，ガボールフィルタによって信号検出を行う。その
ため，信号の周波数特徴部分を強調するようにパターンのドットを追加することで検出が
容易になる。そこで，検査用透かし信号ＥＮ を図４のように信号内のドットの周囲にＮ個
の強調用信号ドットを追加して生成する。印刷時の透かしの均質性を保つために，周波数
特徴部分（図４において左上のドットが斜めに整列している部分）以外にも同密度で強調

10

20

30

40

50

(13) JP 3930502 B2 2007.6.13



信号ドットを配置する。
【００９７】
＜検査用透かしブロック生成処理（ステップＳ１１６）＞
　図５は，検査用透かしブロック生成処理（ステップＳ１１６）の説明図である。
　濃度レベルＮ（１・・・ｎ）から生成されたｎ種類の検査用透かし信号を任意に配置し
て，検査用透かしブロックＢを生成する。配置は，例えば図５のように矩形上に，濃度レ
ベルの順に右上から左下へ並べて配置する。また，他の順で配置してもよいし，一列に左
右に並べるなど，他の形状で配置してもよい。また，生成したｎ種類の検査用透かしのう
ち，一部のみを配置して検査用透かしブロックを生成してもよい。採用する検査用透かし
の選び方によって複数の検査用透かしブロックを生成してもよい。
【００９８】
＜検査用透かし画像生成処理（ステップＳ１１７）＞
　検査用透かし信号ブロックＢを，印刷する媒体画像上に均等に配置する。複数の検査用
透かしブロックを生成した場合は，例えばすべての検査用透かしブロックを均等に配置す
る。また，画像周辺には濃度レベルの高い検査用透かしで構成された検査用透かしブロッ
クを配置するなど，媒体画像上の位置によって配置する透かしブロックを決定してもよい
。
【００９９】
＜文書画像生成処理（ステップＳ１１８）＞
　前段階で生成された透かし画像に印刷時に前景となる文書画像を合成する。文書画像は
，文字や画像を配置した画像であり，透かしによって保護される画像である。文書画像は
合成される検査用透かしブロック毎に同じ画像を繰り返して配置する。また，文書画像は
透かしのみの印刷品質を得るために，全面無色の画像でもよい。合成方法は，画素ごとに
透かし画像に印刷媒体画像を上書きして合成する。
【０１００】
＜検査用教師データ出力処理（ステップＳ１１９）＞
　検査用透かしに埋め込んだ情報を検査用教師データＴとして出力する。出力する形式は
透かし情報の信号列と同一でもよいし，符号化による圧縮を行ってもよい。
【０１０１】
　以上，図２の流れ図における検査用透かし生成処理（ステップＳ１１１）について説明
した。次いで，透かし品質判定処理（ステップＳ１１３）の詳細について説明する。
【０１０２】
　図６は，透かし品質判定処理（ステップＳ１１３）の詳細を示す流れ図である。
　透かし品質判定処理（ステップＳ１１３）は，図６に示したように，ステップＳ１２０
～Ｓ１２２を順次処理する工程である。以下に各処理について説明する。
【０１０３】
＜検査用教師データと透かし検出データとの差分生成処理（ステップＳ１２０）＞
　検査用教師データＴと，検査用媒体の入力画像から検出した透かし情報との比較を行う
。比較は透かし信号単位で行い，教師データとの差分を記録する。検査用教師データの透
かし信号情報をマトリクス上に配置して教師情報マトリクスＴｍ を構成する。また，検査
用透かし媒体の入力画像から検出した透かし信号の値をマトリクス上に配置して検出情報
マトリクスＶｍ を構成する。教師マトリクスＴｍ と検出情報マトリクスＶｍ の差分を差分
マトリクスＤｍ を設定する。差分マトリクスＤｍ には教師マトリクスＴｍ と検出情報マト
リクスＶｍ が等しい場合は０，異なる場合は１が設定される。
【０１０４】
＜濃度レベル別差分集計処理（ステップＳ１２１）＞
　得られた差分マトリクスＤｍ から，検査用透かし信号の濃度レベルごとに集計し，濃度
レベルごとの信号検出誤り率を求める。
【０１０５】
＜印刷調整値生成処理（ステップＳ１２２）＞
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　印刷調整値として，調整濃度レベルを各濃度レベルの信号検出誤り率からあらかじめ定
められた許容誤り率を満たす濃度レベルによって決定する。許容誤り率は，例えばあらか
じめ理想的な印刷環境で印刷した透かし媒体の信号検出誤り率を測定しておく。また，許
容誤り率は透かし情報の符号化方法による誤り訂正能力から算出してもよい。ここで出力
した印刷調整値は，印刷調整処理において透かしの濃度レベルの調整に用いられる。
【０１０６】
（第１の実施形態の効果）
　以上説明したように，第１の実施形態によれば，一つの検査用媒体を出力，検査するこ
とで当該透かし印刷環境での印刷媒体上の透かし印刷品質が調整可能となる印刷調整値を
出力することができる。
【０１０７】
（第２の実施形態）
　図７は，第２の実施形態の構成を示す説明図である。
　本実施形態では，図７に示したように，調整済透かし媒体出力装置２１について説明す
る。
【０１０８】
（調整済透かし媒体出力装置２１）
　調整済透かし媒体出力装置２１は，図７に示したように，文書画像生成部２０２と，透
かし情報生成部２０４と，印刷調整値入力部２０５と，調整済透かし画像生成部２０６と
，検査用媒体出力部２０７を備えて構成されている。
【０１０９】
　文書データ２０１は，文書作成ツール等により作成されたデータである。文書画像生成
部２０２は，媒体に印刷された状態の画像を作成する機能部である。具体的には，文書画
像中の白画素領域は何も印刷されない部分であり，黒画素領域は黒塗料で印刷される部分
である。埋め込み情報２０３は，媒体に透かし信号として埋め込む情報（文字列や画像，
音声データ）などである。透かし情報生成部２０４は，埋め込み情報２０３をディジタル
化して数値に変換したものをＮ元符号化（Ｎは２以上）する機能部である。印刷調整値１
１０は，第１の実施形態で得られた印刷調整情報である。物理媒体に記録されてもよいし
，計算機上のデータとして処理してもよい。印刷調整値入力部２０５は，検査で得られた
印刷調整値１１０を入力する機能部である。調整済透かし画像生成部２０６は，印刷調整
値を適用した透かしを生成する機能部である。文書画像生成部２０２，透かし情報生成部
２０４，および調整済透かし画像生成部２０６は同一の計算機上に実現されていてもよい
。検査用媒体出力部２０７は，透かし画像を媒体に印刷する機能部であり，プリンタ等の
出力装置で実現可能である。透かし媒体２０８は，透かし出力部１０３より出力された調
整済み印刷媒体で，物理的に扱われる。
【０１１０】
　なお，調整済透かし媒体出力装置２１は，第１の実施形態における検査用透かし媒体出
力装置１１と同一の装置として実現されていてもよい。
【０１１１】
　本実施形態は以上のように構成されている。次いで，本実施形態の動作について説明す
る。図８は，第２の実施形態の動作を示す流れ図である。特に透かし画像形成処理（ステ
ップＳ２１１）と透かし調整処理（ステップＳ２１２）を中心に説明する。
【０１１２】
＜印刷調整値入力処理（ステップＳ２１０）＞
　まず，印刷調整値入力部２０５より，印刷調整値１１０が入力される。
【０１１３】
＜透かし画像形成処理（ステップＳ２１１）＞
　次いで，透かし画像を形成する。透かし画像は，例えば特開２００３－２０９６７６号
公報に記載の技術で生成する。同文献に開示された透かし画像形成部は，埋め込み情報（
機密情報など）をディジタル化して数値に変換したものをＮ元符号化し（Ｎは２以上の自

10

20

30

40

50

(15) JP 3930502 B2 2007.6.13



然数であり，符号化されたビット列は「符号語」と称される。），符号語の各シンボルを
あらかじめ用意した透かし信号に割り当てることで，透かし画像を形成する。なお，同文
献に開示された透かし画像形成技術は，透かし画像形成処理（ステップＳ２１１）を実現
するための一例に過ぎないため詳細な説明を省略する。また，透かし画像形成処理（ステ
ップＳ２１１）を実現するにあたり，他の透かし画像形成技術を採用してもよいことは言
うまでもない。
【０１１４】
＜透かし調整処理（ステップＳ２１２）＞
　入力された印刷調整値から，印刷媒体の透かし信号の濃度レベルを変更する。印刷調整
値における調整濃度レベルを参照し，濃度レベルを対応する値に設定する。
【０１１５】
＜透かし媒体出力処理（ステップＳ２１３）＞
　濃度レベルが調整された透かし媒体が出力される。
【０１１６】
（第２の実施形態の効果）
　以上説明したように，第２の実施形態によれば，一つの検査用媒体を検査することで得
られた印刷調整値を入力に用いて，印刷媒体上の透かし印刷品質を調整し，高品質な透か
し媒体を印刷することができる。
【０１１７】
（第３の実施形態）
　本実施形態の構成は，図１を参照しながら説明した第１の実施形態の構成と実質的に同
様であるので，重複説明を省略する。
【０１１８】
　本実施形態の動作について，図９～図１０を参照しながら説明する。
【０１１９】
　本実施形態は，図２を参照しながら説明した第１の実施形態の動作のうち，透かし品質
判定処理（ステップＳ１１３）に特徴を有するものである。図９は，本実施形態における
透かし品質判定処理（ステップＳ１１３）の詳細を示す流れ図である。本実施形態の透か
し品質判定処理（ステップＳ１１３）は，図９に示したように，ステップＳ３０１～ステ
ップＳ３０４を順次処理する工程である。以下に各処理について説明する。
【０１２０】
＜検査用教師データと透かし検出データとの差分生成処理（ステップＳ３０１）＞
　上記第１の実施形態における，検査用教師データと透かし検出データとの差分生成処理
（ステップＳ１２０）と実質的に同様である。
【０１２１】
＜濃度レベル別差分集計処理（ステップＳ３０２）＞
　上記第１の実施形態における，濃度レベル別差分集計処理（ステップＳ１２１）と実質
的に同様である。
【０１２２】
＜調整値マトリクス生成処理（ステップＳ３０３）＞
　上記第１の実施形態との差分を中心に説明する。本実施形態では，第１の実施形態にお
いて，印刷調整値生成部に位置ごとの誤り率による調整値生成処理を用いたものである。
【０１２３】
　図１０に示したように，前段階で得られた検査用教師データと検出した透かし信号との
差分マトリクスＤから，印刷媒体上の位置に依存した調整値マトリクスＣを求める。調整
値マトリクスＣの算出方法は，例えば差分マトリクスＤにおける信号ブロックマトリクス
Ｂ内において，検出誤りであった最大の濃度レベルＮｅ Ｍ ａ ｘ を用いて，信号ブロックＢ
の調整値をＮｅ Ｍ ａ ｘ ＋１とする。ここでＮｅ Ｍ ａ ｘ ＋１が最大濃度レベルＮＭ ａ ｘ を超
える場合には，調整値はＮＭ ａ ｘ とする。
【０１２４】
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＜印刷調整値生成処理（ステップＳ３０４）＞
　前段階で得られた調整値マトリクスＣを，印刷調整値として出力する。ここで出力した
印刷調整値は，調整値処理において透かしの濃度レベルの調整に用いられる。
【０１２５】
（第３の実施形態の効果）
　以上説明したように，第３の実施形態によれば，印刷媒体上で特定の位置において印刷
品質が低下するような印刷環境の場合において，透かし信号の濃度レベルを全体的ではな
く局所的に上げることにより，透かし媒体の視認性の低下を最小限に留めることができる
。
【０１２６】
（第４の実施形態）
　本実施形態の構成は，図１を参照しながら説明した第１の実施形態の構成と実質的に同
様であるので，重複説明を省略する。
【０１２７】
　本実施形態の動作について，図１１～図１２を参照しながら説明する。
【０１２８】
　本実施形態は，図２を参照しながら説明した第１の実施形態の動作のうち，透かし品質
判定処理（ステップＳ１１３）に特徴を有するものである。図１１は，本実施形態におけ
る透かし品質判定処理（ステップＳ１１３）の詳細を示す流れ図である。本実施形態の透
かし品質判定処理（ステップＳ１１３）は，図１１に示したように，ステップＳ４０１～
ステップＳ４０４を順次処理する工程である。以下に各処理について説明する。
【０１２９】
＜調整値マトリクスの抽出処理（ステップＳ４０１）＞
　入力された印刷調整値を複号化し，調整値マトリクスを抽出する。
【０１３０】
＜高エラー位置のマスク処理（ステップＳ４０２）＞
　本実施形態では，第２の実施形態において，調整済透かし画像生成部２０６（図７）に
エラー位置による情報埋め込み位置決定処理を用いたことを特徴とする。まず，調整値マ
トリクスを任意数の領域に分割し，調整値がある閾値以上の領域を高エラー領域として記
憶する。閾値は，例えば調整値の最大値に設定する。
【０１３１】
＜マスク位置のダミーデータ化処理（ステップＳ４０３）＞
　図１２は，マスク位置のダミーデータ化処理（ステップＳ４０３）の説明図である。
　図１２に示したように，高エラー領域として設定された領域に対して，情報を持たない
ダミー透かし領域に設定する。ダミー信号領域の位置は，符号化を行って透かし情報の先
頭に追加する。ダミー領域には任意の信号を埋め込み，ダミー領域以外の領域に透かし情
報を埋め込んで，透かし画像を生成する。ダミー領域に配置された信号は，透かし検証処
理で信号検出の対象にならない。ダミー信号を配置することによって，配置できる透かし
信号数は減少するため，必要な信号数を配置できない可能性がある。その場合は，例えば
調整不可であることを使用者に通知する。又は，調整が完全に行われないことを通知した
上で印刷調整を続行してもよい。
【０１３２】
（第４の実施形態の効果）
　以上説明したように，第４の実施形態によれば，濃度レベルによる調整を行っても検出
誤りが起きるような低品質の領域が存在する場合でも，その領域を回避して透かし情報を
埋め込むことで透かし印刷品質を一定に保つことができる。また，透かし濃度を一様に保
ったまま印刷調整を行うことができる。
【０１３３】
（第５の実施形態）
　本実施形態の構成は，図１を参照しながら説明した第１の実施形態の構成と実質的に同
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様であるので，重複説明を省略する。
【０１３４】
　本実施形態の動作について，図１３～図１４を参照しながら説明する。
【０１３５】
　本実施形態は，図２を参照しながら説明した第１の実施形態の動作のうち，透かし品質
判定処理（ステップＳ１１３）に特徴を有するものである。図１３は，本実施形態におけ
る透かし品質判定処理（ステップＳ１１３）の詳細を示す流れ図である。本実施形態の透
かし品質判定処理（ステップＳ１１３）は，図１３に示したように，ステップＳ５０１～
ステップＳ５０４を順次処理する工程である。以下に各処理について説明する。
【０１３６】
＜検査用教師データと透かし検出データとの差分生成処理（ステップＳ５０１）＞
　上記第１の実施形態における，検査用教師データと透かし検出データとの差分生成処理
（ステップＳ１２０）と実質的に同様である。
【０１３７】
＜濃度レベル別差分集計処理（ステップＳ５０２）＞
　上記第１の実施形態における，濃度レベル別差分集計処理（ステップＳ１２１）と実質
的に同様である。
【０１３８】
＜複数透かし媒体集計処理（ステップＳ５０３）＞
　本実施形態では，第１の実施形態において，透かし品質判定部１１３に複数の検査用透
かし媒体を用いての復号処理と集計処理を用いたものである。
【０１３９】
　複数の検査データＴｍ （ｍ＝１・・・Ｍ）による教師データ入力に対して，集計検査デ
ータ値を求める。求め方は，例えば図１４のように，各教師データにおける差分マトリク
スＤｍ を同一位置の検査用透かしブロックＢｍ 毎に集計し，検査用透かしブロックＢｍ 内
で検査用透かし信号の濃度レベルが同一の部分について差分マトリクスＤｍ の値を集計し
，多数決によりその検査用透かしブロックＢｍ 内の濃度レベルｎの透かし信号の差分値を
決定する。
【０１４０】
＜印刷調整値生成処理（ステップＳ５０４）＞
　前段階で得られた調整値マトリクスＣを，印刷調整値として出力する。ここで出力した
印刷調整値は，調整値処理において透かしの濃度レベルの調整に用いられる。
【０１４１】
（第５の実施形態の効果）
　以上説明したように，第５の実施形態によれば，複数の検査用透かし媒体の検査情報を
集計して印刷調整値を求めることで，より高精度な印刷調整を行うことができる。
【０１４２】
（第６の実施形態）
　図１５は，第６の実施形態の構成を示す説明図である。
　本実施形態では，図１５に示したように，透かし媒体送信装置６１と，透かし媒体受信
装置６２について説明する。なお本実施形態では，上記第１，第２の実施形態との差分を
中心に説明する。
【０１４３】
（透かし媒体送信装置６１）
　透かし媒体送信装置６１は，文書データから透かし文書を構成し，送信に適した形式に
圧縮して出力する機能部であり，図１５に示したように，文書画像生成部２０２と，透か
し情報生成部２０４と，透かし文書生成部２０７と，透かし文書圧縮部６０１を備えて構
成されている。透かし文書圧縮部６０１は，生成された透かし文書を任意の手法で可逆圧
縮する機能部である。また，圧縮と同時に暗号化を行ってもよい。圧縮透かし文書６０２
は，圧縮された透かし文書データであり，電子的に扱われる。
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【０１４４】
　ホスト装置６０３は，圧縮文書データおよび印刷調整値を保存し，送信要求によってネ
ットワークへ送信する。ネットワーク６０４は，ホスト装置６０３と少なくとも一つ以上
の透かし媒体受信装置６２とを繋ぐ通信路である。
【０１４５】
（透かし媒体受信装置６２）
　透かし媒体受信装置６２は，圧縮文書データおよび印刷調整値を受け取り，透かし文書
を生成する機能部であり，図１５に示したように，受信部６０５と，透かし画像再生部６
０６と，透かし媒体出力部６０７を備えて構成されている。受信部６０５は，圧縮文書デ
ータおよび印刷調整値をネットワーク１２１を介して受け取る機能部である。透かし画像
再生部６０６は，圧縮文書データを展開し，印刷調整値に応じて透かしを構成する機能部
である。透かし媒体出力部６０７は，構成された透かし画像を出力する機能部である。た
だし，第１の実施形態の検査用透かし媒体出力装置１１における透かし媒体出力部１０３
（図１）と同じ印刷特性を持つ装置で構成される。
【０１４６】
　本実施形態は以上のように構成されている。次いで，本実施形態の動作について説明す
る。図１６は，本実施形態の動作を示す流れ図である。
【０１４７】
＜圧縮透かし文書展開処理（ステップＳ６０８）＞
　入力された圧縮透かし文書を，予め定められた手法で展開する。圧縮時に暗号化が施さ
れている場合は，入力された，もしくは透かし画像再生部内に保持している鍵を用いて復
号する。展開された透かし文書データから，文書データおよび透かし信号データを得る。
【０１４８】
＜文書画像化処理（ステップＳ６０９）＞
　前段階で得られた文書データを画像に変換する。
【０１４９】
＜透かし信号パターン生成化処理（ステップＳ６１０）＞
　透かしデータから，透かし信号を構成し，画像上に配置する。
【０１５０】
＜印刷調整値による透かし調整化処理（ステップＳ６１１）＞
　入力された印刷調整値によって，前段階で得られた透かし画像の調整処理を行う。
【０１５１】
＜文書画像と透かし合成処理化処理（ステップＳ６１２）＞
　文書画像と，前段階で調整された透かし画像を合成し，透かし文書画像を構成する。
【０１５２】
（第６の実施形態の効果）
　以上説明したように，第６の実施形態によれば，遠隔地から透かし文書を取り寄せて印
刷する場合にも，高精度な透かし印刷を行うことができる。
【０１５３】
（第７の実施形態）
　図１７は，第７の実施形態の構成を示す説明図である。
　本実施形態では，図１７に示したように，第６の実施形態において，印刷調整値をネッ
トワークを介して送信するのではなく，透かし媒体受信装置に直接入力する点が異なる。
【０１５４】
　次いで，本実施形態の動作について説明する。なお本実施形態では，上記第６の実施形
態との差分を中心に説明する。
【０１５５】
　印刷調整値はあらかじめ第１の実施形態の方法などにより求め，透かし媒体受信装置に
記憶しておく。印刷時には受信した文書データと印刷調整値により透かし文書を生成して
，出力する。
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【０１５６】
（第７の実施形態の効果）
　以上説明したように，第７の実施形態によれば，印刷調整値をあらかじめ受信部の出力
装置に記憶しておくことで，ホスト装置に印刷調整値を記憶しておく必要がなくなり，出
力装置が多種類に渡る場合や新たに追加された場合などでも，印刷調整を行うことができ
る。
【０１５７】
（第８の実施形態）
　本実施形態の構成は，図１を参照しながら説明した第１の実施形態の構成と実質的に同
様であるので，重複説明を省略する。
【０１５８】
　本実施形態の動作について，図１８～図２０を参照しながら説明する。なお本実施形態
では，上記第１の実施形態との差分を中心に説明する。
【０１５９】
　本実施形態は，図２を参照しながら説明した第１の実施形態の動作のうち，検査用透か
し生成処理（ステップＳ１１１）と透かし品質判定処理（ステップＳ１１３）に特徴を有
するものである。図１８は，本実施形態における検査用透かし生成処理（ステップＳ１１
１）の詳細を示す流れ図である。本実施形態の検査用透かし生成処理（ステップＳ１１１
）は，図１８に示したように，ステップＳ８０１～ステップＳ８０７を順次処理する工程
である。以下に各処理について説明する。
【０１６０】
＜検査用透かし画像生成処理（ステップＳ８０３）＞
　ｎ値の多値信号である透かし信号Ｓによる検査用透かしＥｎ に，改ざん検出処理に必要
な文書画像の特徴情報Ｆを埋め込んで，改ざん検出検査透かしを生成する。特徴情報の生
成方法は，例えば特開２００３－２０９６７６号公報に記載の技術を採用することができ
る。同文献には，改ざん検出のための付加情報を埋め込み情報（機密情報など）とともに
挿入することにより改ざん検出を行う機能について開示されている。
【０１６１】
　すなわち，同文献に開示された電子透かし検出装置は，文書画像に対する機密情報の埋
め込み時に埋め込まれたシンボルユニットの数を検出する埋め込み信号数検出部と，入力
画像に対する所定のフィルタの出力値を算出し各埋め込み領域ごとに記録するフィルタ出
力値算出部と，埋め込み信号数検出部の検出値とフィルタ出力値算出部の算出値とから透
かし画像に埋め込まれたシンボルユニットの数を検出するための最適な閾値を計算する最
適閾値判定部と，透かし入り文書画像に実際に埋め込まれているシンボルユニットの数を
検出する検出信号計数部と，埋め込み信号数検出部の検出値と信号検出計数部の計数値と
を比較することにより透かし入り文書画像に対する改ざんの有無を判定する改ざん判定部
と，を備えたことを特徴とする。印刷された文書に対し，空白部分に文字列を追加したり
，任意の文字列を修正液などで消去するような不正があった場合，その文書の原文がなく
ても改ざんが検出でき，改ざん場所も特定できる。
【０１６２】
　なお，同文献に開示された特徴情報の生成方法は，検査用透かし画像生成処理（ステッ
プＳ８０３）を実現するための一例に過ぎないため詳細な説明を省略する。また，検査用
透かし画像生成処理（ステップＳ８０３）を実現するにあたり，他の特徴情報の生成方法
を採用してもよいことは言うまでもない。
【０１６３】
＜検査用改ざん生成処理（ステップＳ８０５）＞
　検査用透かし画像と同サイズの画像内に検査用改ざん領域を生成する。検査用改ざんは
，例えば任意の文字または画像を追加，削除，または前段階で合成した文書画像の一部を
置き換えて生成する。
【０１６４】

10

20

30

40

50

(20) JP 3930502 B2 2007.6.13



＜検査用改ざん領域合成処理（ステップＳ８０６）＞
　検査用透かし画像に検査用改ざん領域を画素単位で追加合成する。合成された画像を検
査用透かし画像として以降の処理で用いる。改ざん検出で得られた情報には検査用改ざん
の情報は含まれないため，透かし検証時に改ざんであると判定される。
【０１６５】
＜検査用教師データ出力処理（ステップＳ８０７）＞
　検査用教師データは，第１の実施形態における情報に加えて，検査用改ざんの位置と内
容を付加して出力する。
【０１６６】
　図１９は，本実施形態における透かし品質判定処理（ステップＳ１１３）の詳細を示す
流れ図である。本実施形態の透かし品質判定処理（ステップＳ１１３）は，図１９に示し
たように，ステップＳ８０８～ステップＳ８１２を順次処理する工程である。以下に各処
理について説明する。
【０１６７】
＜改ざん検出処理（ステップＳ８１０）＞
　検査用透かし媒体上の検査用改ざん領域に対して，改ざんの検出を行う。改ざん検出の
方法は，例えば特開２００３－２０９６７６号公報に記載の方法を用いる。同文献に開示
された文字消去改ざん検出部は，機密情報が埋め込まれた文書画像を所定の閾値で二値化
することにより，文字領域の画素値を０，背景領域の画素値を１として文字領域抽出画像
を作成し，機密情報が埋め込まれた文書画像の，シンボルユニットが検出できない領域の
画素値を０，シンボルユニットが検出できる領域の画素値を１としてシンボルユニット抽
出画像を作成し，文字領域抽出画像とシンボルユニット抽出画像とを比較することにより
（差分画像を生成して），透かし入り文書画像に対する改ざんを検出する。
【０１６８】
　このような改ざん検出は検出レベル（検出の閾値）によって改ざん箇所の未検出と，非
改ざん箇所の誤検出がトレードオフで発生する。そのため，改ざん検出レベルを変化させ
て複数回改ざん検出を行う。なお，同文献に開示された改ざん検出の方法は，改ざん検出
処理（ステップＳ８１０）を実現するための一例に過ぎないため詳細な説明を省略する。
また，改ざん検出処理（ステップＳ８１０）を実現するにあたり，他の改ざん検出の方法
を採用してもよいことは言うまでもない。
【０１６９】
＜濃度レベル別改ざん検出率集計処理（ステップＳ８１１）＞
　図２０は，濃度レベル別改ざん検出率集計処理（ステップＳ８１１）の説明図である。
　図２０に示したように，検査用透かし符号の濃度レベル別に得られた改ざん検出判定結
果と，入力された検査用教師データの改ざん情報と比較し，正しく改ざんが検出できた領
域を判定する。判定結果を透かし濃度レベル毎に集計し，検査用透かし領域の面積Ｅｓ ，
検査用改ざんＥｆ Ｎ ，改ざん箇所の未検出数ｆｆ ，非改ざん箇所の誤検出数ｆｒ とから改
ざん検出率ＦＲを求める。改ざん検出率は，例えばＦＲ＝（Ｅｆ Ｎ －ｆｆ ）／Ｅｆ Ｎ ＋ｆ

ｒ ／Ｅｓ の式で求める。
【０１７０】
＜印刷調整値生成処理（ステップＳ８１２）＞
　濃度レベルごとの信号検出誤り率と改ざん検出率から，信号検出の許容誤り率を満たす
濃度レベルと，改ざん検出の許容誤検出率を満たす改ざん検出レベルとを求め，印刷調整
値として出力する。許容誤り率と許容誤検出率は，例えばあらかじめ理想的な印刷環境で
印刷した透かし媒体の信号検出誤り率と改ざん誤検出率を測定しておく。
【０１７１】
（第８の実施形態の効果）
　以上説明したように，第８の実施形態によれば，透かしによる改ざん検出を行う印刷媒
体の透かしに対して，改ざん検出率を考慮した印刷品質の調整を行うことができ，高品質
に改ざん検出を行える透かし媒体を印刷できる。
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【０１７２】
（第９の実施形態）
　本実施形態の構成は，図１を参照しながら説明した第１の実施形態の構成とほぼ同様で
あるが，文書画像合成処理１１８において，文書画像をＯＣＲ文字認識のための検査画像
とする点が異なる。すなわち，本実施形態の文書画像合成処理（ステップＳ１１８）は，
検査用文字を，ＯＣＲ認識の難易度に差がある文字を選択して複数設定し，文書画像上に
配置する。配置の方法は，例えば配置されている検査用透かしの各濃度レベル上に等しく
分布するように決定する。
【０１７３】
　本実施形態の動作について，図２１を参照しながら説明する。
【０１７４】
　本実施形態は，図２を参照しながら説明した第１の実施形態の動作のうち，透かし品質
判定処理（ステップＳ１１３）に特徴を有するものである。図２１は，本実施形態におけ
る透かし品質判定処理（ステップＳ１１３）の詳細を示す流れ図である。本実施形態の透
かし品質判定処理（ステップＳ１１３）は，図２１に示したように，ステップＳ９０１～
ステップＳ９０４を順次処理する工程である。以下に各処理について説明する。
【０１７５】
＜検査用教師データと透かし検出データとの差分生成処理（ステップＳ９０１）＞
　上記第１の実施形態における，検査用教師データと透かし検出データとの差分生成処理
（ステップＳ１２０）と実質的に同様である。
【０１７６】
＜濃度レベル別差分集計処理（ステップＳ９０２）＞
　上記第１の実施形態における，濃度レベル別差分集計処理（ステップＳ１２１）と実質
的に同様である。
【０１７７】
＜ＯＣＲ認識処理（ステップＳ９０３）＞
　検査用透かし媒体上の検査用改ざん領域に対して，ＯＣＲによる文字認識を行う。入力
された検査用教師データの文字情報と比較し，正しく認識された文字の割合を認識精度と
して，ＯＣＲ認識の精度を測定する。
【０１７８】
＜濃度レベル別ＯＣＲ認識率集計処理（ステップＳ９０４）＞
　前段階で得られた改ざん検出判定結果を，検査用透かし符号の濃度レベル別に集計し，
濃度レベル別の文字認識精度を求める。
【０１７９】
＜印刷調整値生成処理（ステップＳ９０５）＞
　濃度レベルごとの信号検出誤り率と文字認識率から，実用に耐える認識率としてあらか
じめ定められた許容誤認識率を満たす透かし濃度レベルを印刷調整値として出力する。許
容誤認識率は，例えば理想的な印刷環境で印刷した媒体で測定した誤認識率を用いる。
【０１８０】
（第９の実施形態の効果）
　以上説明したように，第９の実施形態によれば，ＯＣＲ文字認識を行う透かし印刷媒体
に対して，文字認識率を考慮した印刷品質の調整を行うことができ，高品質にＯＣＲ文字
認識を行える透かし媒体を印刷できる。
【０１８１】
（第１０の実施形態）
　上記従来技術における検査パターンの設計は，人手で行う必要があり，手間が掛かって
いた。また，必要とされる印刷品質の度合いや，検査項目が増減した場合にはその都度の
再設計が必要となり，労力を必要としていた。そこで，以下の第１０～第１２の実施形態
では，検査検査用の複数のパターンと，検査する範囲のパラメータを与えることによって
，自動的に検査用透かし媒体を設計する方法について説明する。
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【０１８２】
　図２２は，第１０の実施形態の構成を示す説明図である。
　検査用透かし媒体出力装置１０００は，図２２に示したように，検査用パターン１００
１が入力される検査用パターン入力部１００２と，検査パラメータ１００３が入力される
検査パラメータ入力部１００４と，検査用透かし媒体設計部１００５と，検査用透かし媒
体出力部１００６を備えて構成されており，検査用透かし媒体１００７を出力する。
【０１８３】
　検査用パターン１００１は，印刷品質の検査に使用できる複数パターンの集合であり，
計算機上の画像データで表される。画像データの形状や面積は任意に設定することができ
る。検査パターンは，例えばドットパターン，濃度階調パターン，ラインパターンなどの
集合である。なお，検査用パターン１００１（並びに後述の検査パターン群および検査パ
ターンサブグループ）は，上記実施形態で検査用透かし信号ブロックとして説明したもの
に相当する。
【０１８４】
　検査用パターン入力部１００４は，入力された検査用パターン１００１をメモリ上また
は記憶媒体上に保持する。
【０１８５】
　検査パラメータ１００３は，検査用パターン１００１から品質検査に用いるパターンを
選択するパラメータ群であり，例えば検査する最低濃度／最大濃度・検査色・必要検査精
度などを含む。
【０１８６】
　検査パラメータ入力部１００４は，入力された検査パラメータ１００３をメモリ上また
は記憶媒体上に保持する。
【０１８７】
　検査用透かし媒体設計部１００５は，検査用パターン１００１と検査パラメータ１００
３から，検査に用いるパターンを生成し，検査用透かし媒体上に自動的に配置して，品質
検査を行う検査用透かし媒体を自動設計する。
【０１８８】
　検査用透かし媒体出力部１００６は，検査用透かし媒体設計部１００５で設計された検
査用透かし媒体を画像データまたは印刷媒体に出力する。検査用透かし媒体は，検査パラ
メータにより一枚ないし複数枚出力される。
【０１８９】
　検査用透かし媒体１００７は，画像データまたは印刷媒体であり，検査用透かし媒体設
計部１００５で設計された検査パターンを保持する。
【０１９０】
　本実施形態は以上のように構成されている。次いで，本実施形態の動作について，図２
３，図２４を参照しながら説明する。
【０１９１】
　図２３は，本実施形態における検査用透かし媒体設計部１００５のフローチャートであ
る。
【０１９２】
＜検査領域分割処理（ステップＳ１００１）＞
　検査用透かし媒体上の領域を，検査パターンの配置に十分な面積をもつ検査領域に分割
する。分割方法は，例えば検査用透かし媒体上を格子状に分割する。また，検査領域によ
って異なる面積・形状に分割してもよい。
【０１９３】
＜検査パターン群生成処理（ステップＳ１００２）＞
　検査用パターンから，検査用パラメータによって必要な検査パターン群を生成する。例
えば図２４のように，検査パラメータによって使用する検査用パターンすべてを生成し，
すべての検査用パターンを連結して検査パターン群とする。
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【０１９４】
＜検査用透かし媒体数算出処理（ステップＳ１００３）＞
　検査パラメータから検査に使用する検査パターン数を求め，検査領域の面積と，検査パ
ターン数から，検査に必要な検査用透かし媒体の枚数を算出する。例えば，使用検査パタ
ーン数をＥｓ，検査用透かし媒体をＳｗ×Ｓｈ，検査領域をｅｘ×ｅｙの矩形とする場合
，検査用透かし媒体の枚数ｎｓをｎｓ＝（Ｓｗ／ｅｘ・Ｓｈ／ｅｙ）／Ｅｓの式で求める
。
【０１９５】
＜検査パターン配置処理（ステップＳ１００４）＞
　各検査用透かし媒体の各検査領域に，対応する検査パターンを配置する。検査パターン
の配置位置は，例えば検査用透かし媒体の右上から順に配置する。また，他の順序で配置
してもよい。
【０１９６】
（第１０の実施形態の効果）
　以上説明したように，第１０の実施形態によれば，検査用の複数のパターンと，検査す
る範囲のパラメータを与えることによって，検査用透かし媒体を自動的に設計することが
できる。
【０１９７】
（第１１の実施形態）
　本実施形態の構成は，図２２を参照しながら説明した第１０の実施形態と実質的に同様
であるので，重複説明を省略する。
【０１９８】
　図２５に第１１の実施形態のフローチャートを示す。第１０の実施形態において，同一
検査パターンを検査用透かし媒体上に複数配置する点が異なる。以下，第１０の実施形態
と異なる部分のみ説明する。
【０１９９】
＜領域分割処理（ステップＳ１１０１）＞
　検査用透かし媒体上の領域を，検査パターンの配置に十分な面積をもつＷ個×Ｈ個の検
査領域に格子状に分割する。
【０２００】
＜検査パターン群生成処理（ステップＳ１１０２）＞
　検査用パターンから，検査用パラメータによって必要な検査パターン群を生成する。例
えば図２４のように検査パラメータによって使用する検査用パターンを生成し，すべての
検査パターンを連結して検査パターン群とする。
【０２０１】
＜検査パターンサブグループ生成処理（ステップＳ１１０３）＞
　さらに検査パターン群を，Ｗ×Ｈ＜Ｐを満たす任意の数Ｐ毎に検査パターンサブグルー
プＥｎ（ｎ＝１・・・Ｎ）として分割する。
【０２０２】
＜検査用透かし媒体数算出処理（ステップＳ１１０４）＞
　検査パターンサブグループ数を検査用透かし媒体枚数として算出する。例えば，検査パ
ターン群のパターン数をＥｓ，検査サブグループのパターン数をＰｄとすると，検査用透
かし媒体数ｎｓをｎｓ＝Ｅｓ／Ｐｄとして算出する。
【０２０３】
＜検査パターン反復配置処理（ステップＳ１１０５）＞
　検査パターンサブグループのパターン数Ｐｄと検査用透かし媒体上の領域数Ａを比較し
，Ｐｄ＜Ａである場合，検査パターン群を検査用透かし媒体上に複数配置する。検査パタ
ーンの配置方法は，例えば図２６のように検査用透かし媒体上の左上を始点としたラスタ
スキャン方向に検査パターン群を順に配置する。ここで領域数Ａとパターン数Ｐｄの余算
に剰余Ｍが発生する場合は，例えば検査パターンの先頭からＭを配置する。また，剰余が
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発生しないか，小さくなるように，検査パターン群に任意パターンを追加してもよい。
【０２０４】
（第１１の実施形態の効果）
　以上説明したように，第１１の実施形態によれば，検査用透かし媒体上の複数の位置に
同一の検査パターンを配置し，印刷位置による品質評価を行うことのできる品質検査用透
かし媒体を自動設計することができる。
【０２０５】
（第１２の実施形態）
　本実施形態の構成は，図２２を参照しながら説明した第１０の実施形態と実質的に同様
であるので，重複説明を省略する。
【０２０６】
　図２７に第１２の実施形態のフローチャートを示す。第１１の実施形態において，検査
パターン配置処理部に位置分散配置処理を追加したものである。以下，第１１の実施形態
と異なる部分のみ説明する。
【０２０７】
　領域分割処理（ステップＳ１２０１）および検査パターン群生成処理（ステップＳ１２
０２）については，上記第１０，第１１の実施形態と実質的に同様である。
【０２０８】
＜検査パターンサブグループ生成処理（ステップＳ１２０３）＞
　第１１の実施形態の検査パターンサブグループ生成処理（ステップＳ１１０３）と実質
的に同様であるが，検査用パターンサブグループのパターン数Ｐｄを，領域の短辺方向の
領域数Ｗとする。
【０２０９】
　検査用透かし媒体数算出処理（ステップＳ１２０４）については，上記第１０，第１１
の実施形態と実質的に同様である。
【０２１０】
＜遷移サブグループ生成処理（ステップＳ１２０５）＞
　以下の（１）～（４）の処理を行い，各サブグループに対して遷移サブグループを生成
する。
（１）一つの検査パターンサブグループＥｎを，１番目の遷移パターンＥｎ１とする。
（２）図２８に示すように，遷移パターンＥｎ１中の各パターンに対して，ある特定の遷
移ピッチＷｐを定め，Ｅｎ１をＷｐだけ左右いずれかの予め定められた方向に循環シフト
して，２番目の遷移パターンＥｎ２を得る。遷移ピッチＷｐは，例えばパターンサブグル
ープ数Ｐｄの約数でない素数とする。
（３）（２）の操作を領域の長辺方向の領域数Ｈ回繰り返して，Ｈ個の遷移パターン群（
Ｅｎ１，・・・ＥｎＨ）を得る。
（４）（２）～（３）の操作を各検査パターンサブグループＥｎ（ｎ＝１・・・Ｎ）に対
して行い，遷移サブグループＥｎｈ（ｎ＝１・・・Ｎ，ｈ＝１・・・Ｈ）を得る。
【０２１１】
＜遷移サブグループ配置処理（ステップＳ１２０６）＞
　各遷移サブグループＥｎｈ（ｎ＝１・・・Ｎ，ｈ＝１・・・Ｈ）に対して，
　図２９のように，１つの遷移サブグループ（Ｅｎ１，・・・，ＥｎＨ）を検査用透かし
媒体の長辺方向順に配置しＮ枚の検査用透かし媒体を生成する。
【０２１２】
（第１２の実施形態の効果）
　以上説明したように，第１２の実施形態によれば，検査パターンを検査用透かし媒体上
に過不足なく分散配置でき，印刷位置による品質評価を高精度かつ最小限の検査用透かし
媒体で行うことのできる検査用透かし媒体を自動生成できる。
【０２１３】
　以上，添付図面を参照しながら本発明にかかる印刷媒体の品質調整システム，検査用透
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かし媒体出力装置，透かし品質検査装置，調整済透かし媒体出力装置，印刷媒体の品質調
整方法，および検査用透かし媒体の好適な実施形態について説明したが，本発明はかかる
例に限定されない。当業者であれば，特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内に
おいて各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり，それらについても当
然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【産業上の利用可能性】
【０２１４】
　本発明は，印刷媒体上における電子透かし埋め込み／読み取り技術に利用可能であり，
特に，印刷媒体の品質調整システム，検査用透かし媒体出力装置，透かし品質検査装置，
調整済透かし媒体出力装置，印刷媒体の品質調整方法，および検査用透かし媒体に利用可
能である。
【図面の簡単な説明】
【０２１５】
【図１】第１の実施形態の構成を示す説明図である。
【図２】第１の実施形態の動作を示す流れ図である。
【図３】検査用透かし生成処理（Ｓ１１１）の詳細を示す流れ図である。
【図４】検査用透かし信号生成処理（Ｓ１１５）の説明図である。
【図５】検査用透かしブロック生成処理（Ｓ１１６）の説明図である。
【図６】透かし品質判定処理（Ｓ１１３）の詳細を示す流れ図である。
【図７】第２の実施形態の構成を示す説明図である。
【図８】第２の実施形態の動作を示す流れ図である。
【図９】第３の実施形態における透かし品質判定処理（Ｓ１１３）の詳細を示す流れ図で
ある。
【図１０】調整値マトリクス生成処理（Ｓ３０３）の説明図である。
【図１１】第４の実施形態における透かし品質判定処理（Ｓ１１３）の詳細を示す流れ図
である。
【図１２】高エラー領域のマスク処理（Ｓ４０２）の説明図である。
【図１３】第５の実施形態における透かし品質判定処理（Ｓ１１３）の詳細を示す流れ図
である。
【図１４】複数透かし媒体集計処理（Ｓ５０３）の説明図である。
【図１５】第６の実施形態の構成を示す説明図である。
【図１６】第６の実施形態の動作を示す流れ図である。
【図１７】第７の実施形態の構成を示す説明図である。
【図１８】第８の実施形態における検査用透かし生成処理（Ｓ１１１）の詳細を示す流れ
図である。
【図１９】第８の実施形態における透かし品質判定処理（Ｓ１１３）の詳細を示す流れ図
である。
【図２０】濃度レベル別改ざん検出率集計処理（Ｓ８１１）の説明図である。
【図２１】第９の実施形態における透かし品質判定処理（Ｓ１１３）の詳細を示す流れ図
である。
【図２２】第１０の実施形態の構成を示す説明図である。
【図２３】第１０の実施形態における検査用透かし媒体設計部の処理を示す流れ図である
。
【図２４】第１０の実施形態における検査パターン群生成処理（Ｓ１００２）の詳細を示
す流れ図である。
【図２５】第１１の実施形態における検査用透かし媒体設計部の処理を示す流れ図である
。
【図２６】第１１の実施形態における検査パターン群配置処理（Ｓ１１０２～Ｓ１１０４
）の詳細を示す流れ図である。
【図２７】第１２の実施形態における検査パターン群配置処理（Ｓ１００４）の詳細を示
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す流れ図である。
【図２８】第１２の実施形態における遷移パターン群生成処理（Ｓ１２０２）の詳細を示
す流れ図である。
【図２９】第１２の実施形態における遷移パターン群配置処理（Ｓ１２０３）の詳細を示
す流れ図である。
【符号の説明】
【０２１６】
　１１　検査用透かし媒体出力装置
　１２　透かし品質検査装置
　１０１　検査用透かし信号生成部
　１０３　検査用媒体出力部
　１０４　検査用透かし媒体
　１０５　検査用教師データ
　１０６　入力部
　１０７　信号検出部
　１０８　印刷品質判定部
　１０９　印刷調整値出力部
　１１０　印刷調整値
　２１　調整済透かし媒体出力装置
　２０１　文書データ
　２０２　文書画像生成部
　２０３　埋め込み情報
　２０４　透かし情報生成部
　２０５　印刷調整値入力部
　２０６　調整済透かし画像生成部
　２０７　検査用媒体出力部
　２０８　透かし媒体
　６１　透かし媒体送信装置
　６２　透かし媒体受信装置
　６０１　透かし文書圧縮部
　６０２　圧縮透かし文書
　６０３　ホスト装置
　６０４　ネットワーク
　６０５　受信部
　６０６　透かし画像再生部
　６０７　透かし媒体出力部
　１０００　検査用透かし媒体出力装置
　１００１　検査用パターン
　１００２　検査用パターン入力部
　１００３　検査パラメータ
　１００４　検査パラメータ入力部
　１００５　検査シート設計部
　１００６　検査シート出力部
　１００７　検査用透かし媒体
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

(28) JP 3930502 B2 2007.6.13



【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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